
今，そこにある危機！・・・ネット依存の怖さ

校長 深川 光久

今年の梅雨は例年よりも早く明け，今から暑い夏がやってきます。子供たちの大好きな水泳学習も今週スム

ーズにできています。これから、熱中症も心配になりますのでしっかりと食事や睡眠をとらせてください。

さて，先日，市ＰＴＡ連絡協議会と市子供会育成会連絡協議会の合同研修会がありました。れいめい高校の

尾植香織教頭先生が講演されました。内容はスマートフォンやタブレットなどのデジタル機器の子供たちへの

影響についてでした。スマートフォン等の使用は，「応答性（触るとすぐに反応がある。）」があるため，脳へ

の刺激が強く，脳内のドーパミンが出過ぎてしまうそうです。そのため，それ以外の日常的な刺激には脳から

ドーパミンが出にくくなり，スマートフォン等より他のいろんなことに興味

関心をもたなくなるそうです。こうなると勉強する気もなかなか出てきません

ね。この脳の動きは喫煙や飲酒による依存症の状態と似ているそうです。だか

らこそ，「ネット依存」と言われるのかもしれません。お酒やたばこの依存症は

自分で自分をコントロールできない状態になって，やめられなくなってしまう

病気ですが，これは脳内のシナプスが刺激を感じるようにつながってしまって

いるためなかなか止められないのだそうです。お酒やたばこを一切経つことで

しか止められない状態です。スマートフォンやタブレットなどのデジタル機器

の場合，これだけ日常的に使われていると，生活の中から排除することは困難

です。そのため，子供たちがスマートフォンやタブレットなどの依存症になら

ないように大人がしっかりと使用状況を把握し，長時間の使用にならないよう

見守ることが重要です。不登校になってしまう子供たちの中で子供部屋にスマ

ートフォンやタブレットを持ち込んで布団の中で，ゲームや youtubeを見てい
たという話はよくあります。子供部屋や布団の中に持ち込むことをさせないよ

うすることが必要です。

ちなみに，マイクロソフト社のビルゲイツ氏やアップル社のスティーブジョブズ氏は，自分の子供にデジタ

ル機器を使わせなかったことは有名です。

阿久根小学校でも，ネット型対戦ゲーム「フォートナイト」に関わる子供同士のトラブルが起きています。

夏休みになり，自由な時間が増えるとますますスマートフォンやタブレット等の使い方が心配になってきます。

スマートフィンやタブレット等を深夜や長時間の使用をし，子供の健康被害や友人関係のトラブルになること

を防ぐよう家庭でしっかりと見守っていただければ有難いです。

熱中症予防のため，登下校時のマスクの着用はしないことになりました。登校前に，学校に着いてから

マスクをつけるよう声かけをお願いします。

創立１４６周年 学 校 便 り

進取
令和４年度 №３

令和 ４年 ６月２９日発行

阿久根市立阿久根小学校
２９学級 児童数４３５人




